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Windows 分散ファイル システム管理パック Readme
Microsoft Windows 分散ファイル システム (DFS) 管理パックは、Microsoft Windows Server 2003 上で実行している DFS サービスの稼働状態とパフォーマンスを監視します。DFS 管理パックは、DFS 共有の可用性についてクライアントを監視することもできます。

この Readme では、Microsoft System Center Operations Manager 2007 に DFS 管理パックをインストールする方法について説明します。DFS 管理パックとその使用法に関する詳細については、『2005 Windows DFS Management Pack Guide』 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=89240) (英語情報) を参照してください。

DFS 管理パックをインポートする前に

DFS 管理パックをインポートする前に、更新された Microsoft Operations Manager 2005 Backward Compatibility Management Pack (Version 6.0.5000.1) をインストールしてください。Backward Compatibility Management Pack は http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=89473 (英語情報) からダウンロードできます。

Note 

更新された Microsoft Operations Manager 2005 Backward Compatibility Management Pack をインストールせずに DFS 管理パックをインストールすると、DFS 管理パックのインストールは失敗します。

サポートされるアプリケーション

DFS 管理パックは、Windows Server 2003 を実行しているコンピュータ上で分散ファイル システム サービスを監視します。DFS 管理パックは、Windows 2000 を実行しているコンピュータの監視は行いません。

Note 

管理パックを変換した他言語バージョンは、一度に 1 つだけ実行することができます。他言語バージョンの DFS 管理パックを使用するには、DFS 管理パックをアンインストールし、対象言語バージョンの DFS 管理パックをインストールします。

DFS 管理パックを最適に機能させるためには、コンピュータで次の要件を満たす必要があります。


DFS サービスを実行しているコンピュータが System Center Operations Manager 2007 で管理されていることが必要です。


DFS ルート ターゲットと DFS リンク ターゲットをホストしているコンピュータが System Center Operations Manager 2007 で管理されていることが必要です。


DFS 管理パックには、Windows サポート ツールに含まれる分散ファイル システム ユーティリティ (dfsutil.exe) バージョン 1.1.1 を使用する必要があります。Windows Server 2003 の場合、Windows サポート ツールは Windows 2003 CD メディアからインストールできます。

DFS 管理パックのルールは、Dfsutil.exe ユーティリティのインストール フォルダを使用して構成する必要があります。ユーティリティは、すべてのコンピュータで同じフォルダにインストールすることをお勧めします。そうしない場合は、上書きを使用してさまざまなインストール フォルダを指定する必要があります。既定のインストール フォルダの値と、既定ではない値の構成の要件については、『DFS Management Pack Guide』の「Configuring Monitoring Scenarios」を参照してください。

DFS 管理パックをインポートする方法

最新の DFS 管理パックを http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=82105 (英語情報) からダウンロードします。既定では、C:\Program Files\System Center Management Packs ディレクトリ下の DFS 管理パック用のフォルダにインストールされます。

DFS 管理パックの内容は次のとおりです。

	ファイル名
	説明

	Microsoft.Windows.Server.DFS.mp
	DFS サービスを実行しているコンピュータを検出し、監視するために必要です。


DFS 管理パックをダウンロードしたら、System Center Operations Manager にインポートします。

DFS サーバー管理パックをインポートするには

	1.
オペレーション コンソールで、[移動] メニューの [管理] をクリックします。

2.
ナビゲーション ウィンドウで、[管理] を展開します。

3.
[管理パック] を右クリックし、[管理パックのインポート] をクリックして、[Microsoft.Windows.Server.DFS (Converted)] を選択します。次に、[開く] をクリックします。

4.
ウィザード内の手順に従います。


詳細については、System Center Operations Manager 2007 ヘルプで Operations Manager 2007 の管理パックのインポート方法に関するトピックを参照してください。

オプションの構成

DFS 管理パックをインポートすると、追加の構成を行わなくても、コンピュータの検出と監視が開始されます。ただし、環境や必要な条件に応じて DFS 管理パックを構成できます。たとえば、イベント コレクション ルールに起因して WAN リンクに遅延が生じ、サーバーのパフォーマンスが低下する場合には、このルールを無効にできます。

ルールを無効にするには

	1.
オペレーション コンソールで、[移動] メニューの [作成] をクリックします。

2.
ナビゲーション ウィンドウで、[管理パック オブジェクト] を展開し、[ルール] をクリックします。

Note 

DFS 管理パックのみのルールを表示するには、ツール バーで [スコープ] をクリックし、[ターゲット] の下で DFS コンポーネントに対応するチェック ボックスをオンにします。

3.
[ルール] で、目的のルールを右クリックし、[上書き]、[Disable the Rule] の順にポイントして、[種類 <オブジェクトの種類> のすべてのオブジェクト] をクリックします。


さまざまな監視シナリオでのオプションの構成の詳細については、『DFS Management Pack Guide』 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=89240) (英語情報) を参照してください。
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